
背景

具体的な技術

河川監視用CCTVカメラが設置されていない箇所においては、流量観測用カメラ、風向風速計、夜間用自動
点灯照明を一体型とした観測機器を設置・提供します。

カメラ一体型システムの提供４

すでに設置されている河川監視用CCTVカメラをそのまま利用でき、コストを抑えて流量観測を行うことが
できます。

既設の河川監視用CCTVカメラを有効活用３

これまでは映像の画質が不鮮明で実現不可能であった夜間や豪雨時でも、当社独自の「画像鮮明化処理」に
より流量観測を実現します。

映像が不鮮明な夜間や豪雨時でも実施２

現地におけるリアルタイムのカメラ映像をクラウドサーバへ送信、クラウドシステム内で流速および流量をリ
アルタイム自動解析します。ピークを逃すことはありません。

リアルタイム映像からリアルタイムの流量観測を実施１

第二見通し第一見通し

浮子準備
水位記録

浮子投下
班長 ( 指揮統括･安全管理 )近年の洪水被害の頻発化・激甚化に伴い、河川計画を

策定するうえで基本となる流量データの重要性がますま
す高まっています。
しかし、従来の浮子測法による流量観測は、観測員の安

全確保や大規模洪水時におけるデータ欠測、さらには担
い手不足といった課題を長年抱えてきました。このため、
無人化・省力化を実現するカメラ映像を活用した非接触型
観測手法への切り替えが急務となっています。

河川流量観測は、DXの時代へ！

画像解析技術を活用し流速を自動計測することで、洪水予測などに活用でき、豪雨や洪水時の被害
発生リスクを事前に把握できます。
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防災・減災対策の支援

画像解析技術を利用した

リアルタイム流量観測システム
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この技術リーフレットは、環境に配慮した用紙を使用しています。

業務事例

技術紹介

〇 国土交通省の河川事務所において、流量高度化検討業務やシステム構築を実施しています。
〇 建設工事現場などにおいて、民間企業各社に河川流量の監視サービスを実施しています。

夜間用照明観測用カメラ

風向風速計

流量観測用機器は流量観測用カメラ・風向風速計・夜間用照明施設を一体型にして、ご希望の場所に簡単に
設置できます。また、夜間用照明は水位上昇を自動検知して高水位に達した際に自動で点灯します。

あらゆる場所にカメラ・夜間用照明等機器を設置4

河川の空間監視状況既設CCTVカメラ

＜撮影時の留意点＞
・撮影解像度:200万画素以上
・画角:河川を真横から横断方向に撮影
・夜間時:表面波形が適切にとらえられるような明るさを保持

すでに設置されている河川監視用CCTVカメラをそのまま
有効活用して、撮影された映像から流速・流量観測を行うこと
ができます。

既設の河川監視用CCTVカメラを利用3

夜間や豪雨時における映像の画質が悪い場合においても、
当社独自の 「画像鮮明化処理」技術を用いることで、適切に流
量観測できます。無人・完全自動化なので安全・安心に流量観測
を実現します。

映像が不鮮明な夜間や豪雨時でも実施2

流量表示水位計測、流量計測

流量算定機能

映像保存

蓄積サーバ

静止画･動画撮影

設置カメラ

流量観測用カメラで撮影した映像は、通信回線を利用して外部へ送信することで、クラウドサーバ内で流量
観測をリアルタイムに行うことができます。

クラウドサーバで流量観測をリアルタイムに計算１


